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＊八王子市では介護サービス相談員のことを『介護サービス訪問ふれあい員』と 

呼んでいます。 
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Ⅰ 介護サービス相談支援事業について 

 

1．事業の目的 

 

 八王子市介護サービス相談支援事業は、介護サービス訪問ふれあい員（以下「訪問ふれ

あい員」という。）が、高齢者のもとに出向いて利用者の声を聴き、高齢者の日常生活に

おける問題点を早期に発見すること及び、八王子市介護保険条例（平成 12年条例第 26

号）に基づく保険給付及び介護保険を補完する給付に係る各種サービスの利用者及びその

家族からの各種サービスに関する不満、苦情、要望、相談等に早期に対応し、法令の手続

きによる苦情等の処理に至る事態を未然に防止することにより、利用者の利益の擁護及び

日常生活の支援並びに各種サービスの質の向上を図ることを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護サービス相談員派遣等事業   

 

 平成 12年度（2000 年度）に介護保険制度が始まり、介護サービスの利用が 

行政による「措置」から、利用者とサービス提供事業者との「契約」に移行し 

たことを受けて、利用者の権利擁護とサービスの質的向上を目的に国によって 

創設されました。地域支援事業の任意事業に位置付けられています。 

 八王子市では、当該事業を「八王子市介護サービス相談支援事業」と称し、 

介護サービス相談員は「訪問ふれあい員」という愛称で呼ばれ､利用者に親しま 

れています｡ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 介護サービス相談・地域づくり連絡会  

 

「介護サービス相談・地域づくり連絡会」は、介護サービス相談員派遣等

事業を実施している市区町村とそこに所属する介護サービス相談員を会員

に、会員相互の情報交換の場の提供や研修の開催等を通じ、事業の円滑な

業務遂行や、一層の事業の充実を図ることを目的として活動しています。 

 

ホームページ  https://kaigosodan.com 

実施市区町村・受入事業所や介護サービス相談員が受けた

相談事例などが掲載されています。 

 

https://kaigosodan.com/
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2．対象者 

 

 相談支援事業の対象者は、八王子市に居住する次に該当する者及びその家族等です。 

（1）八王子市の介護保険サービスを利用している者 

（2）介護保険を補完する高齢者福祉サービスを利用している者 

（3）65歳以上の高齢者のみの世帯。ただし、日中に高齢者のみの世帯になる場合を含む。 

 

3．介護サービス訪問ふれあい員の役割と意義 

 

 訪問ふれあい員は、利用者等から日常生活における不安や、各種サービスに対する不満

等を聴きとり、行政に報告します。報告を受けた行政は、高齢者あんしん相談センターや

介護事業者等の関連機関に情報提供や助言を行い、利用者のサービスの質の向上を目指し

ます。また、訪問ふれあい員が、状況に応じて介護事業者等に直接情報提供をすることも

あります。訪問ふれあい員は、利用者の声を必要な相手に届けるという「橋渡し」の役割

を担っています。 

 現在、訪問ふれあい員は、介護サービスの質の向上を目指すことはもとより、認知症対

策を始めとした利用者等の権利擁護の促進等、様々な役割が求められています。 

 

  具体的役割  ◎介護サービス利用者等の疑問や不満、不安の解消に向けた支援 

         ◎介護サービス利用者の権利擁護支援 

          ・身体拘束や虐待の抑止と早期発見 

         ◎介護サービスの質的な向上          など 

  

 訪問ふれあい員の意義  

   ◎存在感――訪問ふれあい員の存在そのものがサービスの質の向上につながる 

     ・訪問ふれあい員が入ることにより、当たり前のように提供していたサー 

     ビスに対して、職員ではなかなか気づきにくい疑問や見直し等のきっかけ 

     となる。 

     ・職員に緊張感が生まれ、落ち着いた環境の提供に対する意識が高まる。 

 

   ◎安心感――利用者にとって疑問や不満を相談できる人の存在は、それだけで 

        安心感をもたらす 

     ・どんなに些細なことでも耳を傾けて聞いてもらえると、緊張していた気 

     持ちも自然とほぐれ、話しやすくなる。何気ないひと言から利用者の思い 

     を引き出し、問題の解決への糸口をつかむこともできる。 

 

   ◎訪問ふれあい員の疑問や感動が活動を広げる 

     ・訪問ふれあい員の感じた疑問や感動の中に、サービス向上のヒントやきっ 

     かけが隠されていることがいくつもある。 

     ・好印象と感じたことを積極的に伝えることで好循環へと作用する。 
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4．介護サービス訪問ふれあい員の活動 

 

◎ 訪問ふれあい員派遣の流れ（申請から利用まで） 

 施 設  

 

市担当者が事業説明に伺い、受入協力を依頼します。 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者と担当の訪問ふれあい員が訪問し、施設担当者と顔合わせを

行い、訪問日時、活動方法について、具体的な調整を行います。 

 

派遣決定通知書を送付します。 

 

 在 宅  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者がお宅を訪問します。※1 

 

 

「利用申込書」のご記入をお願いします。 

 

 

電話にて結果をお知らせします。※2 

 

 

 

 

    担当の訪問ふれあい員と顔合わせを行い、利用日時の調整を行います。 

 

※1 お体の状態によって、ご家族の同席をお願いしております。 

※2 派遣できない場合は、傾聴ボランティア等のサービスをご案内させて 

いただきます。 

事業説明

事前訪問  

受入協力の承諾 

介護サービス訪問ふれあい員のご紹介 

派遣決定 

 

相談窓口 

高齢者福祉課 ☎042-620-7420  

 

介護サービス訪問ふれあい員のご紹介 

事前訪問 

派遣決定 

 

高齢者、ご家族、ケアマネジャー等 

利用申込 
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◎ 訪問ふれあい員の活動       ～施設での活動の一例です～ 

1.スタッフ・利用者に挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.担当者への報告 

 

 

 

 

 

 

 

4.活動報告書作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用者の話や観察したことを活動

報告書（指定様式）に記録します。 

 ひと月分まとめて、事務局へ指定 

の封筒にて提出します。 

 訪問ふれあい員証を携帯し、施設を訪問します。 

施設のスタッフから、利用者の様子などを伺い、活

動のきっかけづくりとします。 

 利用者やご家族から聞いた話の内容や 

観察したことを報告します。（橋渡し） 

 

 利用者やご家族のお話を聞き

ながら、同時に、利用者が不安

な様子でいないかどうか、落ち

着いて生活しているかどうか、

施設の環境はどうかなど、ケア

の様子についても観察します。 
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訪問ふれあい員 

(介護サービス相談員) 

介護サービス 

相談調整員 

市 

（事務局） 

介護サービス相談支援会議 

5．介護サービス相談支援会議 

 

◎ 会議構成と内容 

 介護サービス相談支援会議（以下「相談支援会議」という。）は、市長の附属機関と

して弁護士・学識経験者・人権擁護委員の 3名の介護サービス相談調整員（以下「相談

調整員」という。）で構成されています。相談支援会議では、訪問ふれあい員から提出

された全ての報告書に目を通し、不満、苦情、要望等を的確に把握し、必要な時には関

連機関等より事情を聴きます。調査及び審議の結果、各種サービス事業者に改善すべき

事項があった場合には指導・助言及び勧告等を行うこともあります。 

  

 

◎ 八王子市介護サービス相談支援事業の概要と流れ 

 

  ≪事業の流れ≫  

  ⑤サービスの質の向上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③調査・審議

②報告 

②報告 

介護サービス利用者

等 

介護サービス提供事業者等 

 

公 

表 

高齢者あんしん 

相談センター 

報告・確認

情報提供 

 

①相談・苦情等 

④報告・情報提供・提言 
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Ⅱ 介護サービス相談調整員からのメッセージ – 各分野の視点から - 

介護サービス相談支援会議 会長 

介護サービス相談調整員  田近
た ぢ か

 秀子
ひ で こ

 （人権擁護委員）＜平成 24年 4月 1日委嘱＞ 

 皆様の日頃の熱心な活動に心より敬意を表し感謝いたします。介護サ

ービス相談支援会議の主な目的は、皆さんからの活動報告書を基に利用

者の不満・苦情・要望等について検討し、必要に応じて事業者に助言等

を行うことです。ふれあい員の活動は、介護サービスの質の向上や、利

用者の利益擁護及び日常生活の自立支援に貢献する貴重なものです。一

方、報告書やふれあい員交流会を通じて、認知機能の衰えた利用者の対

応等で、ふれあい員が向き合う問題や抱える悩みを聞く機会も多いです。

皆さんの経験を共有し、研修等も活用して活動しやすい環境ができればと望んでいます。

高齢者の人権尊重と安心な暮らしが継続されるよう、今後ともお力添えをお願いいたしま

す。 
 

介護サービス相談調整員  李
い

 恩
うん

心
しむ

 （学識経験者）＜平成 25年 11 月 1日委嘱＞ 

「傾聴は、最も価値のある贈り物の一つ」（ヘンリー・Ｗ・ロングフェ

ロー）と言われています。皆様の日々の訪問活動によって、利用者の声

が支援者に届きやすくなります。すぐに解決に結びつかなくても伝え続

けることが重要です。それは職員にとっても必要な情報の可能性があり

ます。利用者にとっては、誰かに話を聞いてもらえるという安心感があ

ります。介護人材の不足により利用者の権利擁護や介護サービスの質の

向上について課題が出ています。このような時こそ、訪問ふれあい員活

動の意義があります。利用者から得られた情報や普段の活動から気づいた視点を利用者か

らの贈り物として支援者と「共有」するという観点から、引き続きご活動いただきたいと

思います。 
 

介護サービス相談調整員  北村
きたむら

 将郎
ま さ お

 （弁護士）＜令和元年 11月 1日委嘱＞ 

介護サービス訪問ふれあい員の皆さんの活動報告書から、介護サービ

ス利用者の状況について、「何か困っている問題はないか。」という視点

で、調整員の一員として、拝見しております。その中で、ふれあい員の

気づきから、利用者と施設職員やケアマネなどへの橋渡しが功を奏し、

利用者の不満が解消される事例を目にすることがありました。 

利用者のプライバシーへの配慮のため、個人名の明記はなくとも、毎

月の報告書の中で、その後の経過を追える利用者もいて、ふれあい員の

皆さんの熱心な活動の結果、少しずつ、利用者をとりまく環境が改善されてきている様子

が分かり、感心させられることがあります。 

毎度のことながら、皆さんの活動が、法令の手続きによる苦情等の処理に至る事態を未

然に防ぐことに繋がります。引き続き、どうぞよろしくお願いします。 
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Ⅲ 令和 6年度（2024 年度）活動報告 

 

1.介護サービス訪問ふれあい員数 

施設担当 ： 31名 

在宅担当 ： 12名  計 43名  

2.派遣先・受入及び派遣状況 

（1）受入協力施設 60施設 

① 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）28施設  ※地域密着型介護老人福祉施設 

施設名 受入状況 施設名 受入状況

1 青陽園 休止 15 ファミリーマイホーム 派遣中

2 椛の里 休止 16 絹の道 派遣中

3 恩方ホーム 派遣中 17 第二徳寿園 休止

4 清明園 派遣中 18 諏訪の森 休止

5 山水園 派遣中 19 小松原園 派遣中

6 徳寿園 休止 20 ファミリーイン堀之内 派遣中

7 偕楽園ホーム 派遣中 21 八王子心成苑 休止

8 福寿園みなみ野 派遣中 22 エクリプスみなみ野 派遣中

9 サントピア 可 23 第二青陽園 休止

10 長寿園 派遣中 24 長舟園 派遣中

11 みやま大樹の苑 派遣中 25 桜の里 派遣中

12 マザーベル 派遣中 26 丘の上レジデンス※ 派遣中

13 藤寿苑 休止 27 シルクロード鑓水※ 派遣中

14 多摩シルバーハウス 休止 28 第二偕楽園ホーム※ 可  

 

② 介護老人保健施設（老人保健施設）8施設 

施設名 受入状況 施設名 受入状況

1 ハイネス憩の丘 休止 5 ハートランド・ぐらんぱぐらんま 可

2 南大沢ホロス由木 休止 6 ゆうむ 休止

3 ウエストケアセンター 可 7 イマジン 休止

4 エンジェルコート 休止 8 アメイズ 休止  

 

③ 介護医療院 3施設 

施設名 受入状況 施設名 受入状況

1 介護医療院陵北病院 派遣中 3 永生病院介護医療院 可

2 さんあい介護医療院 派遣中  
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④ 認知症対応型共同生活介護（グループホーム）21施設 

施設名 受入状況 施設名 受入状況

1 くらら南大沢 派遣中 12 グループホームほのぼの 派遣中

2 グループホームびおら 派遣中 13 グループホームゆらり並木 派遣中

3 八王子ケアコミュニティそよ風 派遣中 14 ニチイケアセンター八王子館町 休止

4 グループホーム真秀の里 派遣中 15 木下の介護ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ八王子 可

5 ぐるーぷほーむしんせつ 休止 16 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑソラスト八王子まりや 派遣中

6 認知症グループホーム寿限無 派遣中 17 ニチイケアセンター八王子さんだ 休止

7 愛の家ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ八王子弐分方 休止 18 ﾋｭｰﾏﾝﾗｲﾌｹｱ八王子ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 派遣中

8 グループホームこびき 休止 19 グループホームこまくさの家 派遣中

9 グループホームシルクロード鑓水 派遣中 20 グループホームこまくさの家長房 派遣中

10 グループホーム初音の杜 派遣中 21 グループホーム桜並木 可

11 グループホーム風のアルバム 派遣中
 

 

（2）在宅利用者  4名 

 

（3） 介護サービス訪問ふれあい員の派遣状況について 
 

          

 
 

施 設 在 宅 

 

令和６年４月１日 
派遣中   計 18 施設 

訪問ふれあい員 18 名 

 利用者 6 名（6 名登録） 

訪問ふれあい員 5 名 

 

令和６年７月末 

介護老人福祉施設        ２施設再開 

認知症対応型共同生活介護  3 施設再開 

訪問ふれあい員        4 名派遣再開 

利用者訪問終了 2 名 

訪問ふれあい員 3 名 

 

令和６年９月末 

介護老人福祉施設          3 施設再開 

介護医療院             1 施設再開 

認知症対応型共同生活介護   2 施設再開 

訪問ふれあい員          4 名派遣再開 

利用者等変更なし 

 

令和７年１月末 
介護老人福祉施設           3 施設再開 

認知症対応型共同生活介護   1 施設再開 
利用者等変更なし 

 

令和７年３月末 
派遣中   計 33 施設 

訪問ふれあい員 26 名 

利用者 4 名（4 名登録） 

訪問ふれあい員 3 名 



 

~ ９ ~ 
 

3．報告内容・事例 

（1）活動報告書 

単位：件 

 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

施 設 634 340 94 

在 宅 94 155 204 

計 728 495 298 

 

（2）報告内容及び審議件数 

単位：件 

 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

施 設 589 289 80 

 

苦情 14 1 0 

要望 51 25 12 

状況報告 524 263 68 

在 宅 104 149 200 

 

苦情 0 2 2 

要望 0 1 0 

状況報告 104 １46 １98 

全 体 693 438 280 

 

苦情 14 3 2 

要望 51 26 12 

状況報告 628 409 266 

対
応
状
況 

解決 30 46 14 

継続訪問 150 87 50 
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（3）活動内容内訳 

単位：件 

 内容 件数 （内訳） 

1 

 
＜傾聴することで不安解消・状況報告＞ 
〇訪問を重ねることにより親近感の持てる人
間関係を構築し、利用者の日々の生活状況を
聴く。 

 

 

 【施設】   524 件 
 
 
 【在宅】   104 件 
 
 

 

 計       628 件 全体の 90.6％を占める 

2 

 
＜情報不足・誤解・勘違いに基づくもの＞ 
【施設】 
〇食事の時箸だけでなくスプーンも使いたい 
（早食い防止とリハビリのために箸を使用） 
 
〇食事を元に戻してほしい 
（治療のためしばらくは現状のままである） 

 
  
 【施設】    5 件 

 
 
【在宅】   0 件 

 
 
 （苦情  1 件） 
 （要望  4 件） 
 
 （苦情  0 件） 
 （要望  0 件） 
 

  計        5 件 全体の 0.7％を占める 

3 

 
<施設生活に関するもの＞ 
(1) 個人の嗜好・選択に関わるもの 
〇散歩や外出がしたい 
〇みんなで歌ったり、好きな音楽を聴きたい 
〇買い物に行きたい 
 
(2)ケアの内容・人権に関するもの 
〇職員とゆっくり話がしたい 
〇肌が乾燥気味でかゆい時がある 
 
(3)施設整備に関するもの 
〇見回りの回数が多くて、部屋が寒い。 
〇同室者のテレビの音が大きくてうるさい 

 
【施設】 
(1)      33 件 

 
 

(2)      26 件 
 
 
 

(3)     1 件 

 
 
  (苦情   6 件) 
  (要望  27 件) 
 
 

（苦情   7 件） 
 （要望   19 件） 

 
 
 （苦情   0 件） 
 （要望   1 件） 

計      60 件 全体の 8.7％を占める 

4 

 
＜在宅生活に関するもの＞ 
(1) 個人の嗜好・選択に関わるもの 
 
 
(2) ケアの内容・人権に関するもの 
 

 
【在宅】 

(1)         0 件 
 
 

(2)         0 件 

 
 

(苦情  0 件) 
(要望  0 件) 

 
(苦情  0 件) 
(要望  0 件) 

計           0 件 全体の 0.0％を占める 

5 

 
＜制度・施策等に関する要望等＞ 
 

 
【施設】   0 件 

 
 

【在宅】   0 件 

 
（苦情  0 件） 
（要望  0 件） 

 
（苦情  0 件） 
（要望  0 件） 

   計           0 件 全体の 0.0％を占める 

  
【施設】計  589 件 

 
 

【在宅】計  104 件 

 

合計       693 件 (100.0％） 
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年度別  

【全体（施設と在宅）】                          単位：件 

件数 割合％ 件数 割合％ 件数 割合％

1 傾聴することで不安解消・状況報告 628 90.6 409 93.4 266 95.0

2 情報不足･誤解･勘違いに基づくもの 5 0.7 2 0.5 0 0.0

3 施設生活に関するもの 60 8.7 24 5.4 12 4.3

4 在宅生活に関するもの 0 0 1 0.2 2 0.7

5 制度･施策等に関する要望等 0 0 2 0.5 0 0.0

計 693 100.0 438 100.0 280 100.0

 
　　　　　　　　　　　　　　年度
　　内容

令和6年度 令和5年度 令和4年度

 

【施 設】                                単位：件 

件数 割合％ 件数 割合％ 件数 割合％

1 傾聴することで不安解消・状況報告 524 89.0 263 91.0 68 85.0

2 情報不足･誤解･勘違いに基づくもの 5 0.8 2 0.7 0 0.0

3 -(1)個人の嗜好･選択に関わるもの 33 5.6 14 4.8 7 8.7

3 -(2)ケアの内容･人権に関するもの 26 4.4 8 2.8 5 6.3

3 -(3)施設整備に関するもの 1 0.2 2 0.7 0 0.0

5 制度･施策等に関する要望等 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 589 100.0 289 100.0 80 100.0

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度
　　　内容

令和6年度 令和5年度 令和4年度

 

【在 宅】                                                                単位：件 

件数 割合％ 件数 割合％ 件数 割合％

1 傾聴することで不安解消・状況報告 104 100.0 146 98.0 198 99.0

2 情報不足・誤解・勘違いに基づくもの 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 -(1)個人の嗜好・選択に関わるもの 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 -(2)ケアの内容・人権に関するもの 0 0.0 1 0.7 2 1.0

5 制度・施策等に関する要望等 0 0.0 2 1.3 0 0.0

計 104 100.0 149 100.0 200 100.0

　
　　　　　　　　　　　　　　年度
　　内容

令和6年度 令和5年度 令和4年度
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【

在  

＊利用者の状況等は様々ですので、活動の一例として参考にしてください。 

   ふれあい員＝訪問ふれあい員      CM＝ケアマネジャー（介護支援専門員） 

包括＝高齢者あんしん相談センター  特養＝特別養護老人ホーム(介護老人福祉施設) 

老健＝介護老人保健施設         GH＝グループホーム(認知症対応型共同生活介護) 

番号 種類 内 容 対応状況 

 

1 

 

 

特養 

 

要望 [入所者より] 

 

＜訪問 1回目＞ 

「食事は練り物でいつも変わら

ない。何とかならないか。」 

「誰に言えばよいのかわからな

いので話をしていない。」 

 

 

 

＜訪問 ２回目＞ 

「食事を変更してもらうことが

できた。食事の形状は変わって

いないが、体調に合わせて主食

(おかゆ )の量を調整してくれ

た。」 

 

  

 

 

ふれあい員は傾聴し、入所者に 

「職員の誰でもいいので、食事につ 

いて工夫してほしいと話してみると 

とよい。」と助言した。 

また、「ふれあい員からも職員に 

話をしてみる。」と伝えた。 

 

 

入所者から職員へ食事について話 

をした。また、ふれあい員からも職 

員に伝えたことで、職員はすぐに入 

所者の相談にのってくれた。 

入所者は満足しており、遠慮しな 

くても良いことが分かり、嬉しかっ 

た様子。 

 

 

 

2 

 

特養 

要望 [入所者より] 

 

＜訪問 1回目＞ 

「外に出てみたい。遠くに行く

のではなく、庭に出るだけでい

い。職員は忙しそうだから話し

てない。」 

 

 

 

＜訪問 2回目＞ 

[ふれあい員より] 

ユニットの外の共有スペースに

出て散歩していた。 

 

 

 

 

 

ふれあい員より、「遠慮しないでお

願いしてみてはどうか。」と助言し

た。できるだけ利用者からお願いす

るように促したが、実現しない場合

は、ふれあい員から職員に報告し対

応をお願いすることとした。 

 

訪問ふれあい員からの報告による事例集 
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番号 種類 内 容 対応状況 

 

 

 

3 

 

 

 

特養 

要望 [入所者より] 

 

＜訪問 １回目＞ 

「職員は良くしてくれるが、

自分と職員の考えには、ずれが

ある。(食事内容や歩行許可など) 

職員は忙しくて話す時間がな

い。ふれあい員に話すことがで

きて気持ちがすっきりするから

嬉しい。」 

 

＜訪問 2回目＞ 

入所者から「食事形態の変更、

歩行訓練が実施されることにな

り、夢が叶った。」と嬉しそうに

報告があった。 

 

  

 

 

ふれあい員は傾聴した。入所者が 

職員と話をしたいという希望がある 

ことを施設に報告した。 

 

 

 

 

 

 

ふれあい員は傾聴し、焦らずにす

すめていくように助言した。 

 

【相談調整員より】 

ふれあい員の活動で解決に導いた 

好事例です。 

 

 

 

4 

 

 

特養 

要望 [入所者より] 

 

＜訪問 1回目＞ 

「食席の隣の入所者が、食べ物

をくれるが、食事制限があるため

困っている。断るとその場は収ま

るが、しばらくするとまた食べる

ようにすすめられる。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜訪問 2回目＞ 

「食席についてお互いに傷つ

かないように対応してもらえ

た。」と喜んでいた。 

 

  

 

ふれあい員は傾聴した。職員に話 

をしたか聞くと、「誰に言ってよい

のか、わからない。善意からの行為

なので、話をしていない。」とのこと

だった。 

ふれあい員は話をするようにすす

めたが、「ふれあい員から職員に伝

えてほしい。」とのことだったため、

職員に報告した。 

職員より、「すぐに食席の変更を行

い、距離をとるように対応する。」と

返事があった。 

 

 

【相談調整員より】 

ふれあい員の声掛けにより解決し

た良い事例です。 

また、ふれあい員と職員とのコミ 

ュニケーションが上手くいっている

ことがうかがわれます。 
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番号 種類 内 容 対応状況 

 

5 

 

特養 

要望 [入所者より] 

 

＜訪問 1回目＞ 

「部屋が寒いため、毛布をだし

てほしい。」 

 

＜訪問 2回目＞ 

「前回お願いした毛布の依頼

が実施されていなかった。」 

 

＜訪問 3回目＞ 

「毛布を追加してもらった。」

と嬉しそうに報告があった。 

 

 

 

ふれあい員は、職員に報告した。 

  

 

 

ふれあい員は再度施設に報告し

た。 

 

 

【相談調整員より】 

入所者の要望をくみ取り、その後

の実施状況の確認までできており、

好印象です。 

 

6 

 

 

在宅 

 

 

状況報告 ［利用者より］ 

 

＜訪問 1回目＞ 

「少し歩いて運動がしたい。」 

「１人では不安が大きく表に

出られない。」 

 

＜訪問 2回目＞ 

「病院で治療した結果、痛みが

軽減し、日常生活が楽になった。」 

 

＜訪問 3回目＞ 

「歩行器のレンタルができた

ので、家の近くを歩いている。」 

 

＜訪問 4回目＞ 

「近くのスーパーまで行って

買い物をすることができた。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談調整員より】 

ふれあい員は、根気よく付き合っ

て改善に向けて努力して動いてお

り、時間をかけて段階的にアプロー

チができています。 

ふれあい員は、すぐに声掛けをし 

たら効果が得られると考えて、焦っ 

て関わりをせず、根気よく向き合う 

ことが大事だと思います。 
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番号 種類 内 容 対応状況 

7 在宅 

状況報告 ［利用者より］ 

 

「デイサービスの利用を考え

たが、申込み方法が判らない。

CMに話したが、その後の返事が

ない。」 

 

 

 

ふれあい員は傾聴し、利用者から

包括に連絡するように助言した。 

利用者が包括に連絡することが難

しいようであれば、ふれあい員から

包括に連絡しようと経過をみてい

た。 

その後、利用者が包括に連絡する

ことができ、デイサービスの利用に

つながった。 

 

【相談調整員より】 

ふれあい員が利用者に相談するよ

うに助言したことで、デイサービス

の利用につながった好事例です。 

 

 

8 特養 

状況報告 [ふれあい員より] 

 

久しぶりの訪問を笑顔で迎え

てくれた。 

 

 

［施設職員より］ 

 入所者は耳が不自由で、普段会話

をするようなことはないが、他の入

所者の様子に関心を寄せるようにな

った。ふれあい員の活動で表情がで

てきた。 

 

 

9 

 

GH 

 

状況報告 [入所者より] 

 

＜訪問 1回目＞ 

「肩と腰が少し痛いので湿布

薬を頼んだが持ってこない。」 

 

 

＜訪問 2回目＞ 

「湿布薬を届けてくれて、貼り

やすいサイズにカットしてくれ

ている。」 

 

 

 

 

 

ふれあい員は本人の了解を得て、

ユニットリーダーに直接伝え、連絡

ノートにも記載した。 
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番号 種類 内 容 対応状況 

10 特養 

状況報告 [ふれあい員より] 

 

 常々、入所者から「食事が美味

しい。」と聞いている。 

 

 

 ふれあい員は食堂のスタッフに伝

えた。 

 

【相談調整員より】 

 スタッフに伝えることで、良いコ

ミュニケーションが図られた、良い

事例です。 

 

11 特養 

状況報告 [入所者より] 

 

「職員が肩を支えながら外を散 

歩してくれた。」 

 

  

 

ふれあい員より、職員が個別に対

応している様子がわかった。 

 

 

【相談調整員より】 

連絡ノート等で「入所者からの話」

として、スタッフ当事者にも伝わる

と職員の励みになり、喜ばれると思

います。 

 

 

 12 

 

 

特養 

状況報告 [入所者より] 

 

「おむつ交換がとても恥ずか

しい。」 

 

 

ふれあい員は、本人に了解を得て、

連絡ノートに記載した。 

 

［施設連絡ノートより］ 

「介護職員全員で、気持ちを共有

し、介助したいと思います。」と記載

があった。 

 

［事務局から施設へ状況を確認］ 

「ふれあい員が入所者の思いを聞

き取ってもらい有難かった。」 

「ふれあい員から入所者に、その

後の様子を聞いてもらう方が、利用

者も話やすいと思われるので、今後

話す機会をセッティングしていく。」

とのこと。 
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番号 種類 内 容 対応状況 

13 特養 

状況報告  

[ふれあい員より] 

「左手の甲にあざがあった。」 

 

［入所者より］ 

「お尻に痛みがある。」 

 

あざについて、痛みはないとのこ

とであったが、ふれあい員は施設に

報告した。また、お尻の痛みについ

ても入所者が遠慮している様子があ

り、施設に確認をお願いした。 

 

【相談調整員より】 

 入所者の様子をよく観察してい

て、良いかと思います。施設側に伝

えており、対応も問題ありません。 

 

 

14 

 

在宅 

 

状況報告   

＜訪問 1回目＞ 

[ふれあい員より] 

「呼び鈴を押したが応答がな

かった。」 

 

［利用者より］ 

「玄関が開いているので入っ

てきて。」と言われて急いで中に

入った。 

  

 

＜訪問 2回目＞ 

［利用者より］ 

「病院で腸検査等したが特に変

わりなかった。処方薬を飲み、痛

みは治まっている。」 

 

利用者はトイレにいて、「腰と横腹

が痛い。」ととても辛そうだった。 

利用者がすでにかかりつけ医に連

絡しており、「すぐに来るように。」

と言われたとの事だった。病院に行

くとこのまま入院になってしまうの

ではないかと心配し、行く事を迷っ

ている様子だった。 

ふれあい員は、早く病院に行く事

を伝えて納得してもらった。 

 

【相談調整員より】 

 受診に繋げることができた良い事

例です。 

 

なお、このような時は、直ぐに事

務局に連絡をしてください。 

病状の度合いにより、一人で行か

せていいのか、救急車を呼ぶかなど

の判断に迷うことが想定されます。 

そのような場合の対応を事前に検 

討しておく必要があると思います。 

 

［事務局より］ 

 このような状況の時はまず事務局

へ連絡をしてもらうことを再周知。 

また、利用者の緊急連絡先の見直

しを行い、内容の更新を実施。 
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番号 種類 内 容 対応状況 

15 GH 

状況報告  [ふれあい員より] 

 

入所者の一人が、妄想や感情の

起伏の症状が進み、他の入所者に

も影響がでていて、施設全体がザ

ワザワしていた。 

 

 

 

 

ふれあい員は、入所者が泣き叫ん

でいた場所で、しばらく一緒に側に

いて話を聞いていたところ落ち着い

た。 

 

【相談調整員より】 

 丁寧に対応をしていてありがとう 

ございます。施設も感謝していると

思います。 

 

 

16 GH 

状況報告  [施設職員より] 

  

「普段聞けない内容のことを

連絡ノートに記入されていると

自分達も話のきっかけがあり助

かります。」 

 

 

 

 

【相談調整員より】 

 嬉しいですね。訪問活動の効果が 

でている内容です。 

17 特養 

状況報告  [ふれあい員より] 

 

入所者は、ふれあい員の手を握

りしめ、何かをしきりに訴えるよ

うに言葉を発せられるが、不明瞭

なため内容を聞き取ることがで

きなかった。 

 

 

 

 

【相談調整員より】 

 相手の思いをくみ取る努力をして 

いることが窺われ、感心しました。 

 

  

18 

 

GH 

 

状況報告 ［ふれあい員より］ 

 

11月に食堂の前庭で花火大

会を行い、多くの利用者が楽し

かったと記憶されていた。 

 

 

 

ふれあい員より、この時期に花火

大会をする理由を聞いたところ、夕

方暗くなるのが早くなり、夕食が終

わった後に花火をするのにちょうど

よいと説明があった。 

 

【相談調整員より】 

施設側の工夫がみられる内容です。 
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番号 種類 内 容 対応状況 

19 

 

特養 

 

状況報告 [入所者より] 

 

「食事は味もいいし、魚が好

き。ここは静かでいい。困ったこ

とはないし、ここにいれば幸せ。」 

 

「ここの生活はみんなで一緒

にやっているから楽しい。何でも

相談できるから困ったことはな

い。」 

 

 

 

ふれあい員は傾聴し、連絡ノート

に記載した。 

 

 

［施設連絡ノートより] 

入所者にそのように言っていただ

き、こちらも幸せです。これからも

努力していきます。 

 

 

20 GH 

状況報告 [ふれあい員より] 

 

「大声で騒いでいる利用者が

いた。」 

 

 

 

職員が別室に連れて行き、30分

近く対応した。部屋に戻った時はす

っかり落ち着いていた。 

 

ふれあい員は、入所者の対応方法 

について職員に確認した。対応方法 

を教えてもらいとても勉強になった。 
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4.会議・研修等 

（1）介護サービス相談支援会議（全 4回）                

開催日 会 場 

令和 6年 5月 27 日 市役所 501 会議室 

令和 6年 8月 23 日 職員会館 第一会議室 

令和 6年 11月 20 日 市役所 805 会議室 

令和 7年 2月 25 日 市役所 501 会議室 

※ 訪問ふれあい員との意見交換会については未開催  

               

（2）マッチング件数                                

   ① 施設 

                            

     

【内 訳】・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  8回 

           ・介護医療院                1回 

           ・認知症対応型共同生活介護（グループホーム）6回 

② 在宅 実施なし 

                                       

（3）介護サービス訪問ふれあい員「新任研修」 実施なし 

                 

（4）介護サービス訪問ふれあい員「全体会」 

◎開催日・会場 令和 6年 11月 1日 市役所 801会議室 

◎参加者数   30 名 

                       

【提供資料】 

・「令和 5年度(2023 年度)介護サービス相談支援事業実施報告書」 

・テキスト「認知症を学びみんなで考える」 

・冊子「介護なび・はちおうじ 2024年版」 

 

 

実施日 回 数 

随 時 15回 
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（5）介護サービス訪問ふれあい員 現任研修 

◎開催日・会場 令和 6年 11月 1日 市役所 801会議室 

◎参加者数   30 名 

  

認知症サポーター養成講座の知識を土台にして、実際に活動の場面で必要となる認

知症に関する知識や対応スキル、困りごとの解決に向けてのポイントなどについて学

びました。 

 

（6）全国介護サービス相談活動事例報告会の参加 

◎開催日 令和 6年 11月 29日 

◎会 場 砂防会館 別館 1階 シェーンバッハ・サボー 

◎参加者 訪問ふれあい員 2名、事務局 1 名 

◎内 容 ・介護サービス相談員永年活動 功労者表彰式 

       ・講義１『高齢化の坂、社会保障』 

           大島 一博 氏（前厚生労働事務次官） 

       ・講演 2『老いのくらしをつくる』 

           村田 幸子 氏（福祉ジャーナリスト/元ＮＨＫ解説委員） 

 ◎主  催  介護サービス相談・地域づくり連絡会 

                        

 八王子市では、3名の訪問ふれあい員が「介護サービス相談員永年活動功労者表彰」 

として、表彰を受けました。                        

                       

講義名 『認知症サポーターステップアップ 

講座』 

講師所属 高齢者あんしん相談センター南大沢 

認知症地域支援推進員  

橋本 充子 氏 

◆活動歴 10年 3名 

・近藤 由美子  

・爲永 登美子 

・栁澤 登美枝     

※敬称略 
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（7）介護サービス訪問ふれあい員 意見交換会 

訪問ふれあい員が、お互いの活動上の悩みや情報を共有し、相談活動が円滑に行

えることを目的として開催しました。コロナ禍による活動の全面休止後、活動を再

開している施設ではどのような活動状況なのか、情報を共有しました。また、これ

からの活動に役立てもらうため、テーマに基づいてグループワークを行いました。 

実施日 会 場 参加者数 

令和 6年 6月 11 日 市役所 501会議室 12名 

令和 6年 6月 12 日 市役所 501会議室 14名 

※ 施設担当、在宅担当と分けずに合同で実施しました。             

                                                                     

                                                                                                                               

                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

（8）「介護サービス訪問ふれあい員だより」の発行  

 

発行 No. 発行日 内  容 

No.6 令和 6年 4月 23日 ・新年度の活動予定について 

・現在の活動状況について 

・令和 6 年 3月開催意見交換会の内容について 

・相談支援会議 事例の紹介 

No.7 令和 6年 8月 21日 ・現在の活動状況について 

・令和 6 年 6月開催意見交換会の内容について 
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Ⅳ 資料 

 

八王子市介護保険条例（抜粋） 

第 6章 介護サービス相談支援会議 

 

 

(介護サービス相談支援会議) 

第 18条の 2 保険給付及び介護保険を補完する給付に係る各種サービス(以下「各種サービス」

という。)の利用者等(以下「利用者等」という。)からの不満、苦情、要望等(以下「不満等」と

いう。)について、公平な立場で迅速に対応し、もって各種サービスを利用する者の利益の擁護

及び各種サービスの質の向上を図るため、市長の附属機関として、八王子市介護サービス相談支

援会議(以下「相談支援会議」という。)を置く。 

2 相談支援会議は、次に掲げる事項を除き、利用者等からの不満等について調査及び審議をし、

必要に応じて各種サービスを提供する事業者に対して指導、助言、勧告等を行い、また、市長に

対して調査及び審議の状況を報告するものとする。 

(1) 裁判で係争中の事項 

(2) 判決により確定した事項 

(3) 法令の規定による審査請求等を行った事項 

(4) 相談支援会議が既に調査及び審議をした事項 

(5) その他市長が不適当と認めた事項 

 

(組織等) 

第 18条の 3 相談支援会議は、介護サービス相談調整員(以下「相談調整員」という。)3人以内

をもって組織する。 

2 相談調整員は、人格が高潔で、福祉、保健又は法律に関し優れた識見を有する者のうちから、

市長が委嘱する。 

3 相談調整員の任期は、2年とし、再任を妨げない。ただし、相談調整員が欠けた場合における

補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

4 相談調整員は、正当な理由なしに、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も同様とする。 

5 前条及び前各項に定めるもののほか、相談支援会議の組織及び運営については、市規則で定め

る。 

附 則 

(施行期日) 

第 1条 この条例は、平成 12年 4月 1日から施行する。 
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○八王子市介護サービス相談支援会議規則 

平成１３年１０月３０日 

規則第９０号 

改正 平成２５年８月２３日規則第４０号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、八王子市介護保険条例（平成１２年八王子市条例第２６号。以下「条例」とい

う。）第１８条の３第５項の規定に基づき、八王子市介護サービス相談支援会議（以下「相談支援

会議」という。）の組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

（会長） 

第２条 相談支援会議に会長を置き、介護サービス相談調整員（以下「相談調整員」という。）の互

選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、相談支援会議を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する相談調整員がその

職務を代理する。 

（会議） 

第３条 相談支援会議は、市長が別に定めるところにより委嘱した介護サービス訪問ふれあい員（以

下「訪問ふれあい員」という。）から報告のあった保険給付及び介護保険を補完する給付に係る各

種サービス（以下「各種サービス」という。）についての利用者等の不満、苦情、要望等について

調査及び審議をするものとする。 

２ 相談支援会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

３ 相談支援会議は、相談調整員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 相談支援会議の議事は、出席した相談調整員のうち、２人以上の賛成をもってこれを決する。 

５ 相談支援会議は、必要があると認めたときは、訪問ふれあい員及び関係者に対し、会議への出席

を求めて意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

６ 相談支援会議の会議は、非公開とする。 

（指導等） 

第４条 相談支援会議が各種サービスを提供する事業者に対して、指導、助言、勧告等を行うとき

は、書面により行うものとする。ただし、軽易な指導、助言、勧告等にあっては、口頭により行う

ことができる。 

（報告） 

第５条 相談支援会議は、会議の結果を市長に報告するものとする。 
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（庶務） 

第６条 相談支援会議の庶務は、福祉部高齢者福祉課において処理する。 

（委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、相談支援会議の運営について必要な事項は、会長が相談支援

会議に諮って定める。 

附 則 

この規則は、平成１３年１１月１日から施行する。 

附 則（平成２５年８月２３日規則第４０号） 

この規則は、平成２５年８月２６日から施行する。 
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八王子市介護サービス相談支援事業実施要綱 

 

平成 13年 11月 1日施行 

 

（目的） 

第１条   この要綱は、八王子市介護サービス相談支援事業を円滑に実施するため、必要な事

項を定める。 

（相談支援事業） 

第２条  八王子市介護サービス相談支援事業（以下「相談支援事業」という。）とは、高齢

者の日常生活における問題点を早期に発見すること及び、介護保険法に基づく保険給付及

び介護保険を補完する給付に係る各種サービス（以下「各種サービス」という。）の利用

者及びその家族から当該サービスに関する不満、苦情、要望、相談等（以下「相談等」と

いう。）に早期に対応し、法令の手続による苦情等の処理に至る事態を未然に防止するこ

とにより、利用者の利益の擁護及び日常生活の支援並びに各種サービスの質の向上や利用

者の自立した日常生活の実現を図ることをいう。 

（対象者） 

第３条  相談支援事業の対象者は、八王子市に居住する次に掲げる者及びその家族等（以下

「利用者等」という。）とする。 

(1) 八王子市の介護保険サービスを利用している者 

(2) 介護保険を補完する高齢者福祉サービスを利用している者 

(3)  ６５歳以上の高齢者のみの世帯。ただし、日中に高齢者のみの世帯になる場合を含          

む。 

（相談の範囲） 

第４条   利用者等の申出ができる相談のうち、前条各号に規定する者が利用するサービスの

内容及び当該サービス提供事業者に対する内容から、次に掲げる事項を除き、申出の方法

は口頭等によるものとする。  

(1)  裁判で係争中の事項 

(2)  判決により確定した事項 

(3)  法令の規定による審査請求等を行った事項 

(4)  八王子市介護サービス相談支援会議が既に調査及び審議をした事項 

(5)  その他市長が不適当と認めた事項 

（介護サービス相談支援会議） 

第５条   条例第１８条の２の規定により設置する八王子市介護サービス相談支援会議（以下

「相談支援会議」という。）は、必要があると認めたときは、専門家に会議への出席及び

意見の陳述等を求めることができる。 

２ 相談支援会議は、意見交換の場を設け、関係機関との連携を行うよう努めなければなら

ない。 

令和 7 年 11 月 1 日改正 
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３ 条例第１８条の３で規定する相談調整員は、その地位を宗教、信教及び政治目的等のた

めに利用してはならない。 

４ 相談支援会議では随時相談調整員と訪問ふれあい員の意見交換の場を設けることとする。 

（介護サービス訪問ふれあい員） 

第６条   市長は、利用者等と日常的なコミュニケーションを通じて、相談等を聞き、相談支

援会議に報告などをすることによって、利用者等と相談支援会議とのパイプ役となる介護

サービス訪問ふれあい員（以下「訪問ふれあい員」という。）を置く。 

２ 訪問ふれあい員は、ボランティア精神にあふれ、福祉に理解があり、利用者の身近な相

談相手となることができる者で、公募に応募してきた者のうち、別に定める選考委員会の

議を経て、市長が依頼する。 

３ 訪問ふれあい員の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

ただし、新任訪問ふれあい員の任期は、現に依頼を受けている他の訪問ふれあい員の任

期末までとする。 

４ 訪問ふれあい員は、正当な理由なく、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その

職を退いた後も同様とする。 

５ 訪問ふれあい員は、知り得た情報をもとに、他人及び各種サービス提供事業者の名誉を

傷つけてはならない。 

６ 訪問ふれあい員が次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、解任することができ

る。 

(1) 介護保険法に基づく要介護認定及び要支援認定を受けたとき 

(2) 介護保険法に基づく事業対象者認定を受けたとき 

(3) 介護保険サービス提供事業所に従事したとき 

(4) 違法、不当又は著しく不適切な行為を行ったとき 

(5) 長期間の活動停止、病気、その他の理由により相談支援事業に支障をきたしたとき 

７ 訪問ふれあい員は、次のとおり配置する。 

(1)  介護保険サービスを提供する施設・事業所や食事提供サービス等を提供する住宅型

有料老人ホームや安否確認・生活相談サービス等を提供するサービス付き高齢者向け住

宅（以下「施設等」という。） 

(2) 市内高齢者宅（以下「在宅」という。） 

８ 訪問ふれあい員は、その活動中の不慮の事故に備え、保険に加入するものとし、当該保

険料は、市が負担する。ただし、交通事故等の加害責任を負うもの等は除く。 

９ 市は、訪問ふれあい員に謝礼を支払うものとし、その基準は、次のとおりとする。 

(1) 施設等の活動報告書の提出１回につき 2,000円 

 在宅の活動報告書の提出１回につき 1,500円 

ただし、１月 8,000円を限度とし、施設等については１施設の訪問を１回、在宅につい

ては１件の訪問を１回とする。 

(2) 市長が必要と認める研修会等への参加 １日 2,000円 

ただし、市外で行われる研修会等に出席した場合は別に交通費を支給する。 

(3) 謝礼については、年２回に分けて支払うこととする。 
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（訪問ふれあい員の職務） 

第７条   訪問ふれあい員の活動は、相談支援事業の趣旨にのっとり、自らの意思によって活

動することを基本とする。 

２ 訪問ふれあい員は、利用者等を概ね週１回程度訪問し、利用者等から直接相談等を受け、

利用者等の問題点の早期発見や不満等の解消に努める。 

３ 訪問ふれあい員は、利用者等の信頼の確保に努め、適切な助言等を行う。 

４ 訪問ふれあい員は、相談支援会議の調査及び審議が円滑に行われるよう協力する。 

５ 訪問ふれあい員は、研修等に出席するなどその資質の向上に努めるものとする。 

６ 訪問ふれあい員は訪問後、活動報告書（第１号－１様式（施設）・第 1号－２様式（在

宅）（様式略））を作成し、市に翌月５日までにまとめて提出しなければならない。 

ただし、やむを得ない事情により提出が遅れた場合には、提出日の翌月５日にまとめ

て取り扱うこととする。 

７ 訪問ふれあい員は、その職務として活動するときは、八王子市介護サービス訪問ふれあ

い員証（第２号様式（様式略））を携帯し、関係者からの請求があったときはこれを提示

しなければならない。 

８ 訪問ふれあい員は、相談支援会議事務局からの要請に基づき利用者等を訪問するものと

する。 

（市の責務） 

第８条  市は、相談支援会議からの報告に基づき、必要に応じて事業者に対して、指導、勧

告等を行うものとする。 

２ 市は、相談支援事業について事業者の理解及び協力が得られるよう努めるものとする。 

３ 市は、相談支援会議からの報告について、広報その他の方法により公表するものとす

る。 

（事業者の責務） 

第９条  事業者は、相談支援事業についてその趣旨を尊重し、協力しなければならない。 

２ 事業者は、市長及び相談支援会議からの照会については、速やかに対応するよう努め

なければならない。 

３ 事業者は、市長又は相談支援会議から指導、勧告等があった場合は、これを尊重し、

改善策等を講じなければならない。 

４ 事業者は、利用者等が不満等を申し出たことをもって、利用者の権利又は利益を損な

わせてはならない。 

（相談等の申出） 

第１０条 利用者等が訪問ふれあい員に相談等を申し出るときは、口頭等によりできるも

のとする。 

２ 訪問ふれあい員が申出を受けた利用者等の相談等を相談支援会議に報告するときは、

活動報告書によるものとする。 

（公表） 

第１１条 市長は、事業者が市長又は相談支援会議からの指導、勧告等に従わない場合は、

その事実を公表できるものとする。 
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（委任） 

第１２条  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定めるものとする。 

 

附  則 

この要綱は、平成 13年 11月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成 14年 11月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成 15年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 17年１月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 17年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 17年 11月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 19年 11月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 20年 11月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 23年 11月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 24年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 29年 11月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成 31年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和２年８月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和 7年 11月１日から施行する。 
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（第１号ー1様式）R7.11.1～

八王子市介護サービス訪問ふれあい員　活動報告書

八王子市長　殿

以下のとおり報告します。

）

　検温 □

□

□

 ◆ 訪問後、翌月5日必着にて市役所　高齢者福祉課に提出してください。

　【施設全体の様子】
 ◆施設からの連絡事項や気づいたこと、気になったことなどを、以下の欄にご記入ください。

＜例＞ 行事・面会状況・感染状況・室温・におい・照明・音・掲示物・印象に残ったこと・疑問に思ったこと

高齢者福祉課　受付印欄

　【施設からの回答】
 ◆以前の報告に対して施設から回答があった場合、以下の欄にご記入ください。（訪問の当日も含む）

 <記入例＞

 〇月〇日のＡ.Ａさんについて「ご本人に確認し△△しました。」と相談員より回答がありました。

　その他（

）

名 （ 相談人数 名  ・ 話し相手 名 ）

時 分

調整員 事務局

　特　養

　老　健

　介護医療院

　グループホーム

時 ～

施設.NO

要望

施設の種類

苦情 状況報告

活 動 場 所

話をした人数

日

訪問ふれあい員氏名 担当施設名

年 月 日

階  自室 ・ 共有スペース ・ 廊下 ・ その他（

訪 問 日 時

訪問時の
ふれあい員の

体調

年 月

℃

（ 曜日）

発熱・咳・下痢・嘔吐の症状なし

家族に発熱・咳・下痢・嘔吐の症状なし

感染対策を行った（マスク・手指消毒など）

分

施 設
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R3.4～

年 月 日

八王子市長　殿

1. ( )

2. ( )

3. ( )

4. ( )

5. ほぼ毎日 　・　 週２～３回　 ・ 　週１回　 ・ 　月1～2回　 ･　 していない

6. ほぼ毎日 　・　 週２～３回　 ・ 　週１回　 ・ 　月1～2回　 ･　 していない
(※家族、友人 誰でもよい)

【特記事項】

連絡日： 年 月 日

□ ( ）

□ （ ）

□ （ ）

（

□ □

□ 感染対策を行った（マスク・手指消毒など）

発熱・咳・下痢・嘔吐の症状なし 家族に発熱・咳・下痢・嘔吐の症状なし　

訪問ふれあい員の健康管理 検温 ）℃

事務局（市）担当者

高齢者あんしん相談センター　担当者

その他

◎ 上記の件、関係機関に連絡した場合はご記入ください。

◆  今回特に報告したい事、その他気になった事など、以下の欄に簡潔にご記入ください。

対人交流

5 良好

外出

5 良好

睡眠 不良 1 2 3 4

5 良好

食欲 不良 1 2 3 4

表情 不良 1 2 3 4

◆　会話での気づき　（該当するものに、○印をつけてください。）

身支度  整っている   ・   整っていない

 受けているサービス等
（介護保険外の
          サービス含む）

 　訪問介護　 ・　通所介護（デイサービス） 　・　通所リハ（デイケア） 　・　訪問看護

 　その他 （ ）

□ 団地 ( )  階

※
　
訪
問
後

、
翌
月
５
日
必
着
に
て
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

介 護 度   未申請 ・ 非該当 　　/ 　 要支援 １ ・ ２　  /　　　要介護　１　・　２　・　３　・　４　・　５  

世帯構成 １人暮らし　・　高齢者のみ世帯　・　日中独居　・　その他 ( ）

住居形態 　 戸建　　/　　集合住宅

分

利
　
用
　
者

氏　名 年　齢 歳

□ アパート・マンション等

時 分 ～ 時日 （ ）
午前
午後

訪　問　日 年 月

八王子市介護サービス訪問ふれあい員　活動報告書 高齢者福祉課 受付印

訪問ふれあい員　氏名

  *利用者を担当する

高齢者あんしん相談センター

下記のとおり報告します。

在　宅

要望 苦情 状況報告

第１号-２様式 
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